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わ
た
し
が
「
町
立
鳴
子
温
泉
病

院
」
に
採
用
さ
れ
た
の
は
平
成
13

年
で
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
15
年
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
鳴
子
温
泉
地
域
で

は
、
毎
年
、
人
口
が
２
０
０
人
ほ

ど
減
少
す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上

の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
る
に

至
り
、
高
齢
化
率
が
大
崎
市
の
中

で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
社
会
保
障
制
度
改
革

を
推
し
進
め
て
お
り
、
医
療
制
度

の
分
野
で
は
病
床
機
能
の
分
化
・

連
携
、
介
護
保
険
制
度
で
は
地
域

包
括
ケ
ア
の
推
進
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、

「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
公
立
病
院
改
革
の
目

的
は
、
安
定
し
た
経
営
の
下
で
、

へ
き
地
医
療
な
ど
を
提
供
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
院
の
一
日
当
た
り
の

外
来
患
者
数
が
70
人
前
後
、
日
々

の
入
院
（
在
院
）
患
者
数
は
稼
働
病

床
１
３
０
床
に
対
し
90
人
前
後
、

病
床
利
用
率
が
70
％
前
後
で
推
移

し
て
い
る
中
で
、
施
設
の
老
朽
化

対
策
も
含
め
て
当
院
が
大
き
な
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑

う
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
お
け

る
受
療
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
つ

つ
、
他
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
今
後

も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き

る
よ
う
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

鳴
子
温
泉
分
院
長　

嶋
崎　

茂
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岩
出
山
分
院
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
平
成
の
大
合
併
に

よ
り
大
崎
市
が
誕
生
し
、
岩
出
山

町
民
病
院
は
大
崎
市
民
病
院
岩
出

山
分
院
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
24

年
に
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
場
に
も
な
っ
て
い
る
「
あ
っ
た

か
村
」
に
移
転
新
築
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
の
構
想
時
に
は
、
入
院

ベ
ッ
ド
を
持
た
な
い
無
床
の
診
療

所
と
す
る
案
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
最
終
的
に
は
40
床
の
入
院

ベ
ッ
ド
を
有
し
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
周
辺
の
入
居
施
設
の
皆
さ
ま
の

万
が
一
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
大
き
な
手
術
や
急

病
な
ど
で
本
院
に
入
院
し
た
患
者

さ
ん
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た

後
、
自
宅
や
施
設
に
戻
る
前
の
治

療
目
的
で
入
院
す
る
と
い
う
要
望

に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
岩
出
山
地
域
に
は
、
中
心

部
か
ら
離
れ
た
地
区
に
住
ん
で
い

る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
、
家
か

ら
出
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
の
ご

自
宅
へ
伺
う
「
訪
問
診
療
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
常
勤
医
が
２
人
と
少

な
く
、
す
べ
て
の
要
望
に
は
応
え

切
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
充
実
を

図
っ
て
い
く
心
積
も
り
で
い
ま

す
。
小
さ
い
分
院
で
は
あ
り
ま
す

が
、
受
診
す
る
方
々
の
複
数
の
疾

病
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
科
・

外
科
の
み
な
ら
ず
、
曜
日
は
限
ら

れ
ま
す
が
、
眼
科
・
精
神
科
の
外

来
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
肩
に
受
け
、
要
望
の
多
い
診

療
科
の
外
来
が
行
え
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
出
山
分
院
長　

小
松　

誠
司　

ご
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つ

鳴子温泉イメージキャラクター

「なる子ちゃん」
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　・紹介状がないと受診できないのは、敷居が高い。　

　・川渡から古川までは救急車で４０分かかる。ヘリで患者を搬送することはできないのか。

　・鳴子温泉地域はこれから観光客が増える。分院に優秀な外科医を配置してほしい。

　・待ち時間を短くしてほしい。

　・医療スタッフの接遇を強化してほしい。

　・地域内の診療所が高齢化し、いずれはなくなるのではないかと思う。岩出山分院には、今後の地域包括ケアシ

ステムに向けて、地域のかかりつけ医としての機能を充実してほしい。

　・産科医療について、力を入れるよう方策を考慮し計画に盛りこんでほしい。

　・病院の改革だけでは難しい部分もある。

　・大崎市全体で地域社会の在り方、フォローアップ体制が重要。

　問：経営企画課経営戦略係　0229-23-3311（内線 3704）

 新公立病院改革プランの策定説明会を実施しました

②

　大崎市と大崎市民病院では、新公立病院改革プラン策定に向け、まちづくり協議会や区長の皆さんを対象に、

６月１７日から８月４日まで７地域、９カ所で説明会を開催しました。

　説明会では、改革プランの策定に先立ち、プラン策定の背景や病院事業の現状について説明を行い、９カ所で

延べ２００名が集まり、たくさんのご意見をいただきました。ありがとうございました。貴重なご意見・ご質問

はこれから進めていく策定プランの参考にさせていただきます。

　なお、 説明会の概要は次のとおりとなります。

２【主なご意見・ご質問】

H28.4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 H29.1月 ２月 ３月

新公立病院改革プランの検討

外部評価検討会議

パブリックコメント

策定完了

３【策定スケジュール】

説明会の様子１　【説明内容】

　〇新公立病院改革プランの策定について　　　　

　〇地域医療構想について

　〇将来の人口推移について　　　　　　　　　　

　〇市民病院の業務量と経営状況について

　〇意見交換 

大崎市民病院理念 ・基本方針

【病院理念】
～市民が安心できる医療の提供～

【基本方針】
市民に適切な医療の提供

地域に貢献する医療の構築
健全経営の確保
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法
令
遵
守
の
観
点
か
ら
「
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
」
を
学
ぶ
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
院
内
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
相
談
を
受
け
る
相
談
窓
口

の
設
置
や
法
令
違
反
を
し
て
い
る

事
例
を
見
聞
き
し
た
場
合
の
通
報

窓
口
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

受
診
す
る
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
法
律
や
社
会

規
範
を
意
識
し
た
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心

で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
不
正
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
内
部
に
法

令
違
反
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
運

用
を
し
っ
か
り
と
行
い
，
自
治
体

病
院
で
あ
る
一
企
業
と
し
て
、
社

会
へ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

つ
と
し
て
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
を
職
員
一
人
一
人
に
周
知
し
、

徹
底
さ
せ
る
た
め
、
病
院
事
業
の

全
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
９

月
ま
で
本
院
で
10
回
、
分
院
で
各

施
設
ご
と
に
２
回
実
施
す
る
計
画

で
、
本
院
で
は
す
で
に
８
回
、
分
院

で
は
全
日
程
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
法
律
や
社
会
規
範
を

守
る
こ
と
を
念
頭
に
、
公
益
通
報

者
保
護
法
や
個
人
情
報
保
護
の
趣

旨
、
適
切
な
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
事
例
を
挙
げ
な
が

ら
説
明
す
る
講
義
型
の
研
修
で

す
。
併
せ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
研
修
も
行
い
、
い
ず
れ
も

　

近
年
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
「
法

ほ
う

令れ
い

遵じ
ゅ
ん
し
ゅ

守
」
の
こ
と
で
す
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
体
制
が
構
築
さ
れ
、
確

実
に
運
用
で
き
て
い
る
企
業
（
法

人
）
は
管
理
体
制
や
従
事
者
の
意

識
改
革
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
内

部
統
制
の
観
点
か
ら
「
優
れ
た
企

業
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
院
は
昨
年
、
電
子
カ
ル
テ
の

不
正
閲
覧
と
い
う
不
祥
事
が
発
生

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
用
と
信

頼
を
失
う
事
態
を
招
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
早

期
の
改
善
が
必
要
と
考
え
、
本
年

４
月
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対

策
室
」
を
組
織
と
し
て
新
設
し
、

法
令
遵
守
の
必
要
性
を
病
院
事
業

に
携
わ
る
す
べ
て
の
職
員
に
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一

③

　

今
後
の
よ
り
良
い
病
院
運
営
に

反
映
す
る
た
め
、
本
院
内
２
カ
所

に
「
提
言
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
貴
重
な
ご
意
見
は
、
当
院
職

員
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
通

じ
、
関
係
職
員
に
周
知
し
、
問
題

点
に
つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
迅

速
に
検
討
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
提
言
と
当

院
か
ら
の
回
答
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
院
内
の
掲
示
板
な
ど
に
個
人
を

特
定
で
き
な
い
状
態
で
掲
載
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
一
部
紹
介
し
ま
す
。

意
見
：
予
約
制
な
の
に
診
察
の
待

ち
時
間
が
長
い
。

回
答
：
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
待
ち
時

間
に
つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
た

話
合
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
緊
急
時
や
検
査
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
診
察
順
番
が
前
後
す

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
職
員
か
ら
お
声
掛
け

や
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

意
見
：
入
院
患
者
が
退
院
時
に
車

で
帰
れ
る
よ
う
入
院
患
者
専
用
の

駐
車
場
を
設
け
て
欲
し
い
。

回
答
：
当
院
駐
車
場
は
、
利
用
者

が
毎
日
一
千
人
を
超
え
る
た
め
、

非
常
に
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

入
院
患
者
さ
ん
に
は
、
自
家
用
車

で
の
来
院
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

意
見
：
検
査
前
、
悪
寒
が
し
震
え

て
い
た
と
き
に
看
護
師
さ
ん
に

握
っ
て
い
た
だ
い
た
手
が
と
て
も

温
か
く
心
地
よ
か
っ
た
で
す
。

回
答
：
お
褒
め
の
お
言
葉
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
心
の
こ
も
っ
た

質
の
高
い
医

療
を
提
供
す

る
た
め
努
力

し
て
い
き
ま

す
。

『
大
崎
市
民
病
院
を
利
用
さ
れ
た
患
者
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』

に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
内
容
と
回
答

個

人

情

報

の

取

り

扱

い

の

確

立

に

向

け

た

対

策

提言箱

研修会案内

問
：
総
務
課
安
全
推
進
室

０
２
２
９-

23-

３
３
１
１

（
内
線
３
９
２
２
）

問
：
総
務
課
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
室

０
２
２
９-

23-

３
３
１
１

（
内
線
３
９
２
４
）

研修会の様子
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大
崎
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
パ
タ
崎
さ
ん

が
、
７
月
８
日
に
本
院
を
慰
問

に
訪
れ
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

院
内
保
育
所
の
元
気
な
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

パ
タ
崎
さ
ん
の
突
然
の
訪
問

に
、
病
棟
だ
け
で
な
く
、
院
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
一
時
、

黒
山
の
人
だ
か
り
が
で
き
ま
し

た
。

　

院
内
保
育
所
で
は
、
入
り
口

に
入
る
や
否
や
、
一
気
に
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
入
り
口
付

近
か
ら
先
に
進
め
な
い
ほ
ど
の

熱
烈
な
大
歓
迎
を
受
け
、
パ
タ

崎
さ
ん
も
大
い
に
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

入
院
中
の
子
ど
も
の
ご
家
族

は
、「
入
院
し
て
か
ら
こ
ん
な
笑

顔
が
見
ら
れ
た
の
は
初
め
て
。

パ
タ
崎
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
。
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　　

な
お
、
現
在
パ
タ
崎
さ
ん
は
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
６
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
投
票

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④

 

平成 29 年 4 月 1 日採用の大崎市病院事業の事務職員を募集します。

病院事業職員を募集します

１　【試験区分など】

試験区分 職種 採用予定人員 職務の内容 受験資格

上 級 試 験
（大学卒業程度）

事 務 職 若 干 名
病 院 事 業 の
事 務 業 務

次の①または②の人

①昭和 62 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日ま
　でに生まれた人
②平成 7 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校
　教育法による大学（短期大学を除く）を卒業し
　た人または平成 29 年 3 月までに卒業する見
　込みのある人

２　【一次試験】　　期日：10 月 16 日（日）　　　　場所：大崎市民病院　3 階会議室

３　【資料請求・申込み】
　　■受験申込書の請求先：
　　　大崎市病院事業病院経営管理部人事厚生課、鳴子温泉分院管理課、岩出山分院管理課、鹿島台
　　分院管理課、田尻診療所管理課、健康管理センター管理課にて配布します。
　　　郵送で請求する場合は、１４０円切手を貼った返信用封筒（角形２号）に郵便番号、住所、氏名
　　を記入し同封してください。
　　■申込方法：
　　　受験申込書 ( 写真貼付 ) と受験票 ( ５２円切手貼付 ) に必要事項を記入し提出してください。

４　【送付先】
　　〒９８９－６１８３　大崎市古川穂波三丁目８番１号
　　　大崎市病院事業　病院経営管理部　人事厚生課職員管理係

５　【受付期間】
　　８月１９日 ( 金 ) ～９月１５日 ( 木 )　８時３０分～１７時１５分

※土・日曜日・祝日は受け付けできません。
※郵送の場合、９月１５日 ( 木 ) １７時１５分までに送付先に届いたものが有効です。当日消印有効で
　はありませんので注意してください。 問：人事厚生課職員管理係　0229-23-3311（内線 3603）

本院に
パタ崎さん現る！

小児科病棟での様子

院内保育所にて集合写真


